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Enjoying senior time intellectually
―A way of life that is achieved through working, learning and studying―
Nobuyoshi OHTA





























































































































































































































































































































































































4.2　 技術アウトソーシング企業向け諸活動  
―講演会，経営者懇談会，技術経営指導
など―
　さらに，博士論文からの一貫した研究活動の
成果を，技術アウトソーシング企業を主体とし
た企業人向けの講演会，懇談会そして技術指導
会などを通じて外部に発信している。この外部
発信活動の目的は，研究の成果を少しでも技術
アウトソーシングの業務で活用し実務で活かし
て欲しい，との思いからである。それを実現し
ていくためには，経営者層から実業務管理者ま
での幅広い層への理解・普及活動が必要である，
との考えからである。
　筆者が，自身の調査・研究活動で出会った技
術アウトソーシング業務に勤しむ若き技術者
は，誰もが「ものづくり」が大好きな人達であっ
た。そして，情熱を持って真摯に技術と向き合っ
ている。多くの優秀な若者が，技術アウトソー
シングを自らの仕事として選び，日夜努力を惜
しまず仕事に打ち込んでいるのである。
　しかし，残念ではあるが，自身の専門技術領
域には詳しいが，組織としての技術力を高める
必要がある，という認識を技術者自身も多くの
経営者も持ち合わせてはいなかった。それが，
多くの技術アウトソーシング企業の現状であ
る。つまり，アウトソーシング業務において，
組織としての技術力を向上させていくには，ど
のように考え，どう行動すべきか，についての
思考は，ほぼゼロの状態にある。
　技術アウトソーシング業務に携わる技術者・
企業の技術力・組織力向上は，すなわち日本の
「ものづくり」産業の技術競争力向上につなが
る。この思いが筆者の行動の原動力となってい
るのである。この思いを原動力にして，今後と
も，この活動を継続していきたいと考えている。
4.3　博士課程在学生への研究協力
　ゼミへの参加を継続している原動力を，さら
に述べる。それは博士論文への挑戦を経験した
者として，また，ゼミに参加している留学生達
の日本の祖父役として，サポートしていきたい
との思いである。
　十名ゼミには多くの人達が参加してくる。十
名教授の人柄，その懇切丁寧な教育・指導方法，
そして指導実績が多くの人を集めている。その
メンバーの構成は時として変わるが，企業人，
他大学教員，そして留学生を主体とする大学院
生など多様である。その中でも継続して参加し
ているのが外国人留学生達である。特に十名ゼ
ミには，中国国籍の留学生が連綿として参加し
ている。そして，本学で博士号を取得し，中国
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に戻って大学教員として採用され，現在では日
中の懸け橋として活躍しているメンバーも複数
みられる。
　彼らに共通する課題・悩みは多い。日本語で
の日常会話，論文テーマの討議，日本語での論
文作成。さらには，工場など現場調査での観察
のポイント・適切な質問など，広範囲で難易度
の高い課題が山積みである。
　筆者の役割は，ゼミでのサジェスチョンに始
まり，論文の校正，企業の現場訪問に同行して
の質問への補助，さらには直接の質問，など多
岐にわたるサポートである。そして，これらの
サポート行動は，筆者自身の研究テーマ領域を
広げることにもつながってくる。また，研究の
視野を多角化するという効果となって自身の研
究にも表れてくる。つまり筆者の，研究を通じ
て「シニア時間を楽しむ」という生き方を一段
と輝かせてくれているのである。
　以上に述べてきた在学生への研究協力に加え
て，大学院から巣立っていった先輩諸氏への研
究協力活動も展開している。それが，名古屋学
院大学経済経営研究科から博士号を授与された
研究者達で結成された「博士の会」の活動であ
る。筆者は，その会長として研究成果の発表・
情報交換の場の提供にも尽力している。
5.　おわりに
　「人生100年時代」において，現役引退後の
長い時間を充実した後半生として，どう過ごし
ていくのかが非常に重要になってきている。こ
の命題について，筆者の実践している考え方，
生き方を述べてきた。「働学研」で学びとった
知識と豊富な経験とを協同させ，創造性ある考
え方で時代の変化を楽しむ，という生き方であ
る。それが，「シニア時間を知的に楽しむ」こ
とであり，秘訣でもある。
　そして，今後も「働学研」の考え方のもとに
ゼミに集う多くの人々と，切磋琢磨し，励まし
合いながら，この生き方を続けていきたいと
願っている。
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